
第21回カイエ・デュ・シネマ週間　
主催：アンスティチュ・フランセ日本
共催：シネ・ヌーヴォ、京都シネマ、同志社大学今出川校地学生支援課
助成：アンスティチュ・フランセ パリ本部
アンスティチュ・フランセ日本 映画プログラム オフィシャル・パートナー：CNC、笹川日仏
財団、TV5 MONDE

フィルム提供及び協力：コピアポア・フィルム、レ・フィルム・デュ・ロザンジュ、ファインフィルム
ズ、Luxbox、プレイタイム、SBSプロダクション、東京国際映画祭事務局、ワイルド・バンチ
特別協力：カイエ・デュ・シネマ、マーメイドフィルム
21es Semaines des Cahiers du Cinéma

Organisé par l’Institut français du Japon ; co-organisé par Ciné Nouveau, 

Kyoto Cinema et Université Doshisha ; avec le soutien de : Institut français, 

CNC, Fondation Sasakawa, TV5 MONDE, Mermaid Film ; Merci à Copiapoa 

Film, Les Films du Losange, Fine Films, Luxbox, Playtime, SBS Production, 

Tokyo International Film Festival, Willd Bunch

お問い合わせ Renseignements

■　アンスティチュ・フランセ関西 ― 大阪
大阪市北区天神橋2-2-11　阪急産業南森町ビル9Ｆ
☎06-6358-7391　kansai.osaka@institutfrancais.jp

■　アンスティチュ・フランセ関西 ― 京都
京都市左京区吉田泉殿町8

☎075-761-2105　kansai@institutfrancais.jp

シネ・ヌーヴォ
上映時間　連日16:35

4.21（土） ジャネット、ジャンヌ・ダルクの幼年期
Jeannette, l'enfance de Jeanne d’Arc （105分）

4.22（日）
パーク Le Parc（72分）
上映後、ダミアン・マニヴェル監督によるティーチインあり
Suivi d’une discussion avec le realisateur

4.23（月） ヴィクトリア Victoria（97分）

4.24（火） つかのまの愛人 L’Amant d’un jour（76分）

4.25（水） レット・ザ・サンシャイン・イン
Un beau soleil intérieur（95分）

4.26（木） さよならは言わない Sans Adieu（99分）

4.27（金） グッド・タイム Good time（100分）

■ 入場料金：一般 1300円、シニア1100円、学生800円、シネ・ヌーヴォ会員／クラブ・フ
ランス会員800円 ■ チケット販売開始時間：期間中連日10：10より販売
※当日券のみ、前売券の販売はございません　※整理番号順でのご入場・全席自由席

シネ・ヌーヴォ
大阪市西区九条 1丁目20-24

☎06-6582-1416

www.cinenouveau.com/
地下鉄中央線「九条駅」6号出口徒歩3分／阪神
なんば線「九条駅」2番出口徒歩3分

京都シネマ
上映時間　連日19:20

4.21（土）
つかのまの愛人 L’Amant d’un jour（76分）
上映後、北小路隆志氏によるトークショーあり
Suivi d’une conférence par Takashi Kitakoji

4.22（日） レット・ザ・サンシャイン・イン
Un beau soleil intérieur（95分）

4.23（月） さよならは言わない Sans Adieu（99分）

4.24（火） グッド・タイム Good time（100分）

4.25（水） ジャネット、ジャンヌ・ダルクの幼年期
Jeannette, l’enfance de Jeanne d’Arc （105分）

4.26（木） ヴィクトリア Victoria（97分）

4.27（金）
イスマエルの亡霊たち Les Fantômes d’Ismaël （135分）
上映後、廣瀬純氏によるトークショーあり
Suivi d’une conférence par Jun Hirose

■ 入場料金：一般 1300円、シニア1100円、学生800円、京都シネマ会員／クラブ・フラ
ンス会員800円 ■ チケット販売開始時間：当日、開館時より販売
※開場時間は劇場までお問い合わせください　※当日券のみ、前売券の販売はございませ
ん　※本編開始後のご入場はおことわりいたします　※整理番号順でのご入場・全席自由
席　※場内でのお食事はご遠慮ください

京都シネマ
京都市下京区烏丸通四条下る
西側COCON烏丸3F

☎075-353-4723

 www.kyotocinema.jp

この企画は以下の都市にも巡回します
東京 4.1（日）–4.15（日） アンスティチュ・フランセ東京
横浜 5.26（土）、6.30（土） 東京藝大 横浜馬車道校舎

つかのまの愛人 l'Amant d'un jour

同志社大学寒梅館 クローバーホール

4.18（水）

16:30 ジョゼフの息子 Le Fils de Joseph（115分）
■ 入場料金（各回入替制）：一般 1300円、会員（Har-

dience、クラブ・フランス、京都シネマ、シネ・ヌーヴォ）・学
生800円
＊アフタートークは半券をお持ちの方のみ入場可（無料） 

同志社大学寒梅館 クローバーホール 

京都市上京区御所八幡町 103

☎075-251-3270
市営地下鉄烏丸線「今出川」駅下車 2番出口より北へ徒歩約2分
京都市バス「烏丸今出川」下車 北へ徒歩約5分
＊駐車場・駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。
お問合せ：同志社大学今出川校地学生支援課

19:00 パーク Le Parc（72分）

20:11
アフタートーク：ダミアン・マニヴェル
Suivi d’une discussion avec le realisateur

司会進行：坂本安美（約40分） 



ヴィクトリア Victoria de Justine Triet 

［フランス／2016年／97分／カラー／デジタル］
監督：ジュスティーヌ・トリエ
出演：ヴィルジニー・エフィラ、ヴァンサン・ラコスト、メルヴィル・プポー
弁護士のヴィクトリアは出席した結婚式で、昔の友人ヴァンサンと、以前担当した薬物事件の依頼人サムに再
会する。ヴァンサンはその晩、恋人の殺害未遂容疑で逮捕され、仕方なく弁護を引き受けたヴィクトリアだった
が、元夫の迷惑行為に対応したり、なぜかサムを住込みのベビーシッターとして雇うことになったり、数々の波
乱が巻き起こる…。人気沸騰中の女優ヴィルジニー・エフィラ主演の本国で大ヒットした恋愛コメディ。

さよならは言わない Sans Adieu de Christophe Agou

［フランス／2017年／99分／カラー／デジタル］
監督：クリストフ・アグ
フランス南部マッシフサントラルの東、フォレズの農場で75歳になるクローデットは尊厳を保つため、彼女にとっ
ては受け入れがたく、またその変化についていくのが難しくなった社会と闘っていた。現代社会は毎日少しずつ
より多く彼女の土地や家畜、また隣人たちの土地や家畜をむさぼっていた。2017年カンヌ国際映画祭ACID

部門で注目されたドキュメンタリー。

つかのまの愛人 L’Amant d’un jour de Philippe Garrel  最新作 先行上映 
［フランス／2017年／76分／モノクロ／デジタル］
監督：フィリップ・ガレル　出演：エリック・カラヴァカ、エステール・ガレル、ルイーズ・シュヴィロット　撮影：レナート・ベルタ
ひとりの女子学生がすさまじい勢いで階段を駆け下り、大学のトイレで恋人である哲学教師と落ち合う。立ったま
ま、人目を忍んで、ふたりは愛を交わす。3ヶ月前から、アリアンヌは哲学の教師ジルと暮らしている。ジルにはアリ
アンヌと同じ歳の娘ジャンヌがいる。恋人に去られ、絶望したジャンヌは、父親のもとに身を寄せ、アリアンヌと徐々
に親しくなる。ふたりの女たちは愛すること、女性として欲望を抱くことについて語り合う。
「カラーで撮る時は絵画で、モノクロで撮る時はデッサンであり、現場では実際に頭の中で描いて、撮影監督にそ
れを伝える。『パリ、恋人たちの影』はHB鉛筆で描かれたデッサンとしてレナート・ベルタに伝え、『つかのまの愛
人』は、もっと太い2Bで描かれた、木炭画に近いデッサンとして伝えた」―フィリップ・ガレル
秋、シネ・ヌーヴォ　ほか全国順次公開

『カイエ・デュ・シネマ週間』では、毎年、アンスティチュ・フランセ日本とフランスの伝説的映画雑誌「カイエ・デュ・シネマ」
誌が提携し、現在の映画を語るべく、選りすぐった作品をご紹介しています。
21回目を迎える今回は、フィリップ・ガレルやクレール・ドゥニ、アルノー・デプレシャンらの最新作のほか、特別ゲストとし
て迎えるダミアン・マニヴェルなど、新しい世代の監督たちの作品、そして昨年話題となったアメリカのインディペンデント
映画を特集します。

レット・ザ・サンシャイン・イン Un beau soleil intérieur de Claire Denis

［フランス/2017年／95分／カラー／デジタル］
監督：クレール・ドゥニ
出演：ジュリエット・ビノシュ、グザヴィエ・ボーヴォワ、フィリップ・カトリーヌ、ニコラ・デュヴォシェル、ジェラール・ドパルデュー
離婚し、シングルマザーのイザベルは愛を探している、真実の愛を。
「（小説家の）クリスティーヌ・アンゴと共同で書かれた本作はドゥニの中でも最も饒舌で、最も笑いを誘う作品
となっている」―J-S・ショヴァン

イスマエルの亡霊たち Les Fantômes d’Ismaël d’Arnaud Desplechin 

［フランス／2017年／135分／カラー／デジタル］
監督： アルノー・デプレシャン
出演：マチュー・アマルリック、マリオン・コティヤール、シャルロット・ゲンズブール、ルイ・ガレル、ラズロ・サボー
映画監督のイスマエルは、外交官の弟イヴァンを題材にスパイ映画を準備中だ。イスマエルはシルヴィアという
恋人がいるが、若い頃に突然失踪した元妻のシルヴィアの記憶に取り憑かれている。ある日、そのシルヴィアが
突然彼らのもとに現れる…。
「重要なのは、ここと今。各々が絶えず新しい人生を再び考え出し、自分のために再び作り出すこと」―アル
ノー・デプレシャン

グッド・タイム Good time de Josh & Benny Safdie

［アメリカ／2017年／100分／カラー／デジタル］
監督：ジョシュ&ベニー・サフディ
出演：ロバート・パティンソン、ベニー・サフディ、ジェニファー・ジェイソン・リー、バーカッド・アブディ
コニーとニックの兄弟は銀行を襲った。兄のコニーは逃げ切ったが、知的障害を持つ弟のニックはつかまってし
まう。コニーはニックの保釈金一万ドルを何とかかき集めようとするが、残されたもうひとつの選択肢は脱走さ
せることだった。ニューヨークの最下層で生きる兄弟の長い夜が始まった…。
「『グッド・タイム』は率直でダイレクトで、緊張感を持って撮られていながら、また多くの側面を持ち合わせいる
作品でもある」―ジョアキム・ルパスティエ

＊上映作品はとくに字幕の記載がない場合は、すべて日本語字幕付となります。
批評の抜粋はすべて「カイエ・デュ・シネマ」より引用。

ジャネット、ジャンヌ・ダルクの幼年期 Jeannette, l’enfance de Jeanne d’Arc de Bruno Dumont

［フランス／2017年／105分／カラー／デジタル］
監督：ブリュノ・デュモン　出演：リーズ・ルプラ・プリュドム、ジャンヌ・ヴォワザン、リュシル・グーティエ
1425年、フランス、ドンレミ村。8歳のジャネットは、まだジェンヌ・ダルクではなかったものの、すでにイギリ
ス人をフランス王国から追い出したいと思っていた。詩人・思想家のシャルル・ペギーによる『ジャンヌ・ダルク
（1897年）』と『ジャンヌ・ダルクの愛の秘義（1910年）』を元にブリュノ・デュモンは、未来の聖女の幼年期を
ミュージカルで描き出した。
「ブリュノ・デュモンは『ジャネット、ジャンヌ・ダルクの幼年期』によってこれまででもっとも不純で、奇妙で、様々
なものがいっぱい詰っていると同時に、果敢なほどミニマルですばらしい作品を作り出した。この小さな傑作に
よって彼の映画は決定的に解き放たれた！」―シリル・ベガン

五十嵐耕平＆ダミアン･マニヴェル監督作品

泳ぎすぎた夜 La nuit où j ’ai nagé

［2017年／フランス･日本／79分／配給 :コピアポア･フィルム＋NOBO］ 
第74回ヴェネチア国際映画祭オリゾンティ部門 正式出品
第18回東京フィルメックス 学生審査員賞・Filmarks賞受賞
2018年4月21日（土）よりシネ・リーブル梅田
5月19日～京都出町座、6月9日～神戸アートビレッジセンター
公式HP oyogisugitayoru.com/

パーク Le Parc de Damien Manivel 

［フランス／2016年／72分／カラー／デジタル］
監督：ダミアン・マニヴェル
出演：ナオミ・ヴォクト・ロビー、マキシム・バシュルリー、ソベール・セスマ
夏。とある公園で二人のティーンエイジャーが初デートをする。始めは戸惑い、恥じらっていた彼らも散歩が進
むままに距離が縮まり、恋に落ちる。日が落ちて、別れの時間…。そして暗い夜が始まり、公園がそれまでと異
なる表情、位相を見せ始める。
「ありきたりなものと深遠なるものが混ざり合い、明白なる存在として心揺さぶる登場人物を生み出している」
―ローラン・チュイリエ

ジョゼフの息子 Le Fils de Joseph d’Eugène Green 

［フランス＝ベルギー／2016年／115分／カラー／デジタル］
監督：ウジェーヌ・グリーン
出演：ヴィクトル・エゼンフィ、ナターシャ・レニエ、ファブリツィオ・ロンジョーネ、マチュー・アマルリック
思春期を迎えたヴァンサンは、母マリーから愛情深く育てられたが、父が誰なのか知らずにいる。ある日自分
の父が冷血で皮肉屋の編集者オスカー・ポルムノールだと知ったヴァンサンは父への復讐を企てるが、一風変
わったジョセフという男との出会いがヴァンサンたちの人生に変化をもたらしていく。
「ウジェーヌ・グリーンは私にとって、現在もっとも重要な映画作家のひとりです。（…）独自の映画的世界を築
いていて、その豊潤な世界では物語、光、俳優たちの身体や声が調和し合いながら、私たちがそれまで忘れて
いた、遥かかなたにあった感情を湧き起こしてくれます」―ダミアン・マニヴェル

五十嵐耕平との奇跡のように美しい日仏共同監督作品『泳ぎすぎた夜』が今春公開予定のフランス
の新鋭監督、ダミアン・マニヴェルを迎え、2016年カンヌ国際映画祭で絶賛された前作『パーク』、
そして彼の友人であり敬愛するウジェーヌ・グリーンの『ジョゼフの息子』を、監督自身たっての願い
で同時上映する。

ダミアン・マニヴェル セレクション
Carte blanche à Damien Manivel

新作ベストセレクション
Meilleurs films 2016-2018


